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2019 年 2 月 17 日 
2018 年度摂南大学研究助成「Smart and Human 研究助成金」成果報告書 
研究課題名 近畿自動車道紀勢線を経済的回廊とした「すさみ町・白浜町・串本町」を一帯とした人口
ビジョンと創生総合戦略（5 年間計画の初年度） 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
浅野英一 外国語学部 教授 小出修嗣 研究・社会連センター 課長 
共同研究者 所 属 職名 石田裕貴 経済経営研究科 院生 
橋本正治 理工学部 教授    
一色美博 理工学部 教授    
平尾智隆 経済学部 準教授    
手代木功基 外国学部 特講師    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 







摂南大学とすさみ町は 2010年 3月 3日に包括連携協定を結んだ。申請者と共同研究者は、2011～2014













































































































































2019年 2月 25日 
2018年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  由良町における地域産品のブランディングに関する実践研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
鶴坂 貴恵 経営学部経営情報学科 教授    
共同研究者 所 属 職名    
栢木 紀哉 経営学部経営情報学科 教授    
      
      
      
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 







平成 29 年度「水産白書」によると、我が国の漁業・養殖業生産量は昭和 59（1984）年の 1282 ト
ンをピークに減少しており、平成 28（2016）年では 436万トンとなっている。 
食用魚介類の１人１年当たり消費量をみると、平成 28(2016)年度は前年より 1.1kg 減少して概算で
24.6kgとなっている。我が国の消費量を国際的にみると高い水準にあるものの、50年前の水準にまで










年（和暦） 漁業者数 経営体数 漁獲高（百万円） 漁獲量（ｔ） 
H25 - - 324 490.7 
H26 567  167 304 392 
H27 544  166 300 475 
H28 507  150 326 575 
H29 501  153 306 386 





































































価が 500円で、製造、卸、小売がそれぞれ 15％ずつ粗利益を確保したとすると、店頭では 1切れ 760
円となる。 
 平成 30（2018）年「家計調査年報」の大都市圏の 2 人以上の勤労者世帯の 1 か月の食費は 80,533




















































2019 年 2 月 20  日 
2018 年度摂南大学研究助成「Smart and Human 研究助成金」成果報告書 
研究課題名 淀川水系に関する総合的研究―多様性に基づく発展ダイナミクスの探求 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
後藤和子 経済学部 教授 加嶋章博 理工学部 教授 
共同研究者 所 属 職名 小堀栄子 看護学部 教授 
河原匡見 法学部 教授 松本葉子 看護学部 准教授 
朝田康禎 経済学部 准教授 高田雅弘 薬学部 教授 
郭 進 経済学部 准教授 柴田陽一 外国語学部 講師 
石田裕子 理工学部 准教授 手代木功基 外国語学部 講師 
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。                     他 6 名 













（１）生態系サービスに関する研究会 2018 年 12 月 13 日 





















（２）淀川流域の舟運に関する研究会 2018 年 7 月 27 日 
講師：飯塚隆藤氏（愛知大学地域政策学部准教授） 







 淀川流域における河川舟運の盛衰過程は、舟運発展期（1889 年まで）、舟運再編期（1890 年から







































（４）淀川水系の伏見を歩く 2018 年 11 月 17 日 







































済学部の郭准教授は、2017 年度には寝屋川市、2018 年度には枚方市の産業連関表（2011 年）を作
成した。研究成果の一部を紹介すると以下の通りである（詳細は、『摂南大学地域総合研究所報』2019
年を参照）。 





































































間：2018 年 5 月 12 日〜7 月 16 日）に、八木邸実測プロジェクトによる図面集、詳細模型、映像な
どを出展した。 
 









































2019 年 2 月 19 日 
2018 年度摂南大学研究助成「Smart and Human 研究助成金」成果報告書 
研究課題名 地域で暮らす重症心身障害児とのふれあい体験を組み込んだ小児看護学教育プログラム 
における看護学生の学びの特徴～教育プログラム構築を目指して～ 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
 亀田 直子 看護学部 助教  中山 祐一 看護学部 助教 
共同研究者 所 属 職名  鎌田 佳奈美 看護学部 教授 
 池田 友美 看護学部 准教授  鎌倉 義雄 オールケアライフ 代表取締役 
 






学部 3 年生 105 名に実施した。在宅で過ごす障がい児とその家族の現状と彼らを支える看護に関する講
義の後、放課後等デイサービスでの重症心身障害児者とのふれあい体験と施設見学、放課後等児童デイ













質問紙は 105 部配布し、プログラム実施前 41 部（39.0％）、実施後 19 部（18.0％）回収できた。グ
ループインタビュー参加者は学生 15 名、施設職員 11 名で、インタビュー時間は学生合計 120 分/ 3 回、




















合計得点 14ー70 41.37 44.67±5.01 0.015＊
障がいのある子どもが必要とする支
援について知っている
1ー5 2.93±0.10 3.32±0.17 0.049＊
障がいのある子どもの家族が必要と
する支援について知っている
1ー5 2.88±0.10 3.37±0.11 0.006＊＊
障がいのある子どもの在宅生活の様
子を知っている
1ー5 2.37±0.11 2.79±0.16 0.042＊
地域の看護師が実際に行なっている
支援を知っている
1ー5 2.39±0.12 2.89±0.20 0.043＊
障がいのある子どもの家族の最善の
利益について自分の考えがある















































2019 年 2 月 20 日 
2018 年度摂南大学研究助成「Smart and Human 研究助成金」成果報告書 
研究課題名  地域と結びついた「異文化間相互理解と不寛容除去」の研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
糟谷 英之 法学部 特任教授 鳥居 祐介 外国語学部 教授 
共同研究者 所 属 職名 白鳥 武 理工学部 准教授 
八木 紀一郎 摂南大学 学長 中尾 晃幸 薬学部 准教授 
浅野 英一 外国語学部 教授 牧野 幸志 経営学部 准教授 
内田 勝己 経済学部 教授 田中 鉄二 経済学部 講師 
石井 信輝 法学部 教授    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳   793,378 円   23,886 円  579,000 円  170,902 円 19,590 円 









イ． 第 1回研究会（2018年 5月 8日）：（１）今年度プロジェクトの方向性と提案、（２）各共同研究者のこれまでの取り
組み、（３）プロジェクト実施の具体的日程の検討、が行われここ 1，2 年で研究プロジェクトとしての研究成果の
集大成を行うことが確認された。 
ロ． 第 2回研究会（2018年 7月 24 日）：各共同研究者の研究の進捗状況（③のイ）及びプロジェクトの今後の予定（②
のイ、ロ、ハ）が報告された。 
ハ． 第 3回研究会（2018年 12月 19日）：これまでのプロジェクトの取り組み（②のイ、ロ）及び研究成果（③のロ、ハ）
が報告され、成果報告書作成に向けての分担と今後の方向性を議論した。 






























ハ．教養特別講義「グローカルな視点から異文化共生を考える」のタイ研修              





③  各共同研究者の研究成果 
イ． 研究報告「異文化間能力の育成に関する研究（経過報告）」 （2018年 7月 24日 鳥居 祐介） 
要旨：異文化間能力(Intercultural Competence=IC)の育成について、(1)近年の研究動向、(2)IC教育および研究が米国
の多文化主義の今後と日本における多文化共生社会の構築へ向けて示唆するもの、(3)IC教育のカリキュラムレベルでの
評価指標の一つである Global Perspective Inventory とその日本語版の試作報告の三点からなる報告を行った。異文化
に対する若年層の「内向き化」あるいは「二極化」に対して、教育的介入は可能かつ必要であるという研究者間のコンセ
ンサスに従い今後も進めていく。  
ロ. 研究報告「新『地球共生学』及びその追究手法『地球共生デザイン』の開発に向けた 実践型基礎研究」 
（2018年 12月 19日 白鳥 武） 詳細については、白鳥 武 研究代表 「新『地球共生学』及びその追究手法『地球
共生デザイン』の開発に向けた 実践型基礎研究」の 2018年度研究成果報告書を参照。 
ハ． 研究報告「 タイのミャンマー移民・難民に関する中間調査報告―国境の町に住むミャン
マー人の現状―」 














2019年 2月  20日 
2018年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  大学発のオリジナル農薬創製を企図した新たな農薬分子骨格の構築と活性評価 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
佐藤 和之 薬学部 講師 森田 清楓 薬学部 学生 
共同研究者 所 属 職名 川崎 亨 薬学部 学生 
表 雅章 薬学部 教授    
戸田 千紗子 薬学部 学生    
亀多 健太 薬学部 学生    
三木 雄介 薬学部 学生    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
































すなわち申請者らは，化合物 3 に Lewis 酸と各種アルコールを作用させることで，化合物 3 のフッ



















1) K. Sato, et al., Tetrahedron, 2016, 72 (13), 1690-1698. 




2019年 2月 20日 
2018年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  高度専門職業教育への適応と卒業後の離転職に関する総合的研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
 山本 圭三 経営学部経営学科 准教授    
共同研究者 所 属 職名    
 吉田 佐治子 教職支援センター 教授    
 栢木 紀哉 経営学部 教授    
      
      
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 










































根気 内省性 自己決定 共感性 協力 寛容性



























年次生（対象 α）と 1年次生（対象 β）を対象とし、前者は在学時と卒業後の 2時点、後者は在学時に 2回と卒業後の







 本プロジェクトは 3か年の計画で実施されており、1年目である 2018年度には、上記のうち現役看護師を対象とし
た調査が主として進められた。現役看護師に調査を実施するため既存のアセスメントの見直しを進めるとともに、離
転職に関する調査項目の作成・精緻化をおこない、アセスメント項目を含む調査票が 9 月に完成した。調査研究に協








































2019年 2月 20日 
2018年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  アクティブラーニングのティーチングスキルに影響する教育構造の解明 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
柳沢 学 理工学部 教授 久保 貞也 経営学部 准教授 
共同研究者 所 属 職名 鳥居 祐介 外国語学部 教授 
荻田 喜代一 薬学部 教授 藤林 真美 学生部 准教授 
植杉 大 経済学部 教授 牧野 幸志 経営学部 准教授 
小野 晃正 法学部 准教授 水野 武 教務部 講師 
大塚 正人 薬学部 教授 持永 政人 経済学部 教授 
   吉田 佐治子 法学部 教授 
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 









































































2019年 2月 18日 
2018年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名: 新「地球共生学」及びその追求手法「地球共生デザイン」の開発に向けた実践型基礎研究（２） 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
白鳥 武 T部 R科 准教授 T部 M科 諏方 晴彦 教授 
共同研究者 所 属 職名 研究協力者 所 属 学年 
川野 常夫 T部M科 教授 T部 R科 岩本 恵理 3回生 
岩田 三千子 T部 R科 教授 T部 R科 木村 瑞希  3回生 
川上 比奈子 T部 R科 教授 理工学研究科 社会開発工学 杉浦 悠平 M 2 
坂本 淳二 T部 R科 教授 外部 研究協力者 他 8名 
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 

































業提案（伝統手芸を取り入れた腕飾りやH O A  SEN  手芸本）と









P roject T hem e: W hite Sen Flow ers and The C olors of





・8月20日～9月3日：G S W 本番8/20～23ホーチミン市、23～9/2ハザン省
② H a G iang, M a Le &  T hien H uong C ollaboration P roject：






①TU  D U  H ospital Toy P roject：H o C hi M inh C ity












































2019 年 2 月 20 日 
2018 年度摂南大学研究助成「Smart and Human 研究助成金」成果報告書 
研究課題名  都市構造のモニタリングを目的とした空き家分布の広域推定法の開発 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
熊谷樹一郎 理工学部都市環境工学科 教授 北野貴大 理工学研究科博士前期課程 2 年 
共同研究者 所 属 職名 山本純平 理工学研究科博士前期課程 2 年 
大谷由紀子 理工学部建築学科 教授    
平田陽子 理工学部住環境デザイン学科 教授    
中津了勇 理工学部基礎理工学機構 教授    
植杉 大 経済学部経済学科 教授    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 


































































る． 2016 年度および 2017 年度の調査結果と比較すると，A2（表札）および A3（カーテン）に該当
する件数が増加し，A4（電気メータ）および A4（ガスメータ）に該当する件数が減少した．「わから
ない」の項目を追加したことで選択肢が明確になり，調査者の判断に幅がもたらされた可能性がある．



























図 1 現地調査結果(空き家での項目数の割合) 












図 2 推定結果と実態調査結果の分布 
29
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